
中
世
の
風
流
を
め
ぐ
る
一
考
察

1
1
!
異

形

を

中

心

と

し

わ
が
菌
の
文
化
の
中
で
、
平
安
時
代
は
一
応
、
時
代
区
分
と
し
て
は
古
代
の
領

域
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
化
の
性
格
上
独
自
の
位
量
を
占
め
る
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
平
安
時
代
と
り
わ
け
藤
原

期
は
わ
が
国
で
は
じ
め
て
文
化
の
上
で
和
様
の
成
立
を
み
た
時
代
で
あ
り
、
唯
一

の
宮
廷
公
家
文
化
の
栄
華
を
極
め
た
時
代
で
あ
る
c

既
に
指
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
轄
の
底
流
文
化
法
宮
廷
公
家
文
化
を

凝
縮
さ
せ
た
よ
う
な
精
綾
な
技
巧
と
華
一
麓
で
典
雅
な
装
い
に
費
を
尽
く
し
た
も
の

で
あ
っ
た

G

平
安
朝
畏
流
文
化
は
た
ぶ
ん
に
六
朝
の
遺
風
を
承
け
て
お
り
飛
車
m
末

期
頃
百
済
経
由
で
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
軍
事

(
戦
争
)
や
政
治
を
卑
し
み
丈
を
尊
ぶ
と
い
う
漢
・
六
朝
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て

お
り
、
平
安
朝
の
風
流
も
ま
た
『
古
今
集
」
を
は
じ
め
也
の
和
歌
文
学
と
の
結
び

つ
き
が
大
で
あ
っ
た
。
幾
多
の
歌
合
の
遊
宴
が
そ
の
例
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
平
安
朝
底
流
文
化
が
院
政
期
を
経
て
次
の
鎌
倉
中
期
以
降
の

中
世
武
家
社
会
へ
の
推
移
の
中
で
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
受
け
継
が
れ
ま
た
変
貌

蔵

重

和

子

を
遂
げ
て
い
っ
た
か
を
、
公
家
文
化
と
武
家
文
化
の
気
質
の
対
立
と
融
合
と
い
う

観
点
か
ら
主
と
し
て
こ
こ
で
は
「
ば
さ
ら
」
な
ど
異
装
を
中
心
に
述
べ
る
も
の
で

あ
る
。需

稿
及
び
前
々
稿
に
亘
っ
て
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
輯
の
風
流
は
歌
合
等

の
遊
宴
、
宮
廷
で
の
慶
賀
や
{
昌
殿
造
営
に
か
、
る
擢
事
や
造
寺
造
物
社
内
養
の
為
の

行
幸
窓
口
、
遊
出
な
ど
が
そ
の
内
容
と
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
こ
で
は
、
和
歌
を
詠
じ

装
束
の
鞠
嬬
た
る
意
匠
を
競
い
造
物
の
し
つ
ら
い
や
技
巧
に
奪
停
の
橿
を
尽
く
す

こ
と
に
全
力
を
詮
が
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
院
政
期
を
経
て
中
世
の
武
家
社

会
に
入
っ
て
も
、
公
家
の
伝
統
文
化
と
し
て
か
つ
て
の
全
盛
期
に
は
及
ば
な
い
ま

で
も
そ
の
残
照
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
様
子
が
、
こ
の
頃
記
さ
れ
た
宮
廷

女
淀
日
記
文
学
等
の
中
に
う
か
ゾ
わ
れ
る
。

『
弁
内
侍
日
記
」
は
寛
元
毘
年
(
一
二
四
六
)
i
建
長
田
年
(
一
二
五
二
)
の

記
述
で
御
深
草
院
に
仕
え
た
女
世
に
よ
る
宮
廷
嵐
浴
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

建
長
二
年
(
一
二
五
O
)
四
月
八
日
の
謹
仏
会
の
条
に
、

- 28-



卯
月
の
八
日
は
謹
仏
な
り
し
に
、
室
可
の
大
納
言
さ
ね
ふ
ぢ
た
ま
は
せ
た
る

布
施
に
、
く
れ
な
ゐ
う
ち
の
色
こ
と
に
花
や
か
な
る
に
、
蔦
か
へ
で
青
葉
な

る
を
お
き
て
宇
津
の
山
の
心
し
ざ
ま
こ
と
に
、
つ
つ
く
し
う
て
、
か
ね
の
う
ち

え
だ
に
つ
け
た
り
。
:
:
:

仏
事
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
大
納
言
実
藤
が
托
し
て
快
さ
れ
た
帯
施
に
は
、
く

れ
な
い
の
殊
に
美
し
い
打
結
に
蔦
、
棋
の
青
葉
を
あ
し
ら
い
『
静
勢
物
語
」
の
「
宇

津
の
出
」
の
こ
こ
ろ
を
表
現
し
た
の
を
、
金
暑
を
打
っ
て
作
っ
た
造
花
の
枝
に
つ

け
で
あ
っ
た
c

ま
た
翌
年
の
建
長
三
年
(
一
二
五
二
六
月
二
十
八
司
、
新
築
の
関
院
内
裏
に

遷
幸
の
記
述
に
、

関
院
殿
へ
わ
た
ま
し
な
り
つ
女
房
二
十
四
人
こ
き
物
の
具
、
わ
ら
は
、
し
も

の
も
の
、
み
な
白
き
福
ど
も
な
り
。
髪
上
の
内
侍
、
勾
当
内
侍
、
少
将
内
侍
。

摂
致
殿
を
拾
め
奉
り
て
参
ら
ぬ
上
達
部
殿
上
人
な
し
。

物
ノ
目
一
ハ
は
平
安
朝
よ
り
着
用
さ
れ
て
い
る
宮
廷
公
家
女
性
の
正
装
唐
衣
裳
の
こ

と
で
あ
る
c

鎌
倉
時
代
半
ば
よ
り
そ
れ
ま
で
内
衣
と
し
て
着
吊
さ
れ
て
い
た
小
袖

が
次
第
に
表
着
や
詮
な
ど
と
同
様
表
着
と
し
て
の
役
割
り
を
に
な
う
よ
う
に
な

れ
ノ
、
色
彩
の
調
和
や
豪
華
な
意
亘
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
『
弁
内

侍
日
記
』
の
他
の
笛
所
の
記
述
や
『
と
は
ず
が
た
り
」
に
も
見
、
っ
け
ら
れ
る
。

時
代
が
下
っ
て
、
『
作
向
が
記
』
正
慶
一
瓦
年
(
二
三
三
一
)
、
加
茂
の
祭
の
折
、

参
内
す
る
作
者
(
名
子
・
西
国
寺
公
宗
の
室
)
の
装
い
の
記
述
に
、

祭
り
の
頃
内
裏
へ
参
る
。
雑
色
、
侍
な
ど
異
に
ひ
き
つ
く
ろ
ふ
む
菖
蒲
の
匂

ひ
の
拾
の
衣
、
生
絹
の
単
、
朽
葉
の
着
衣
、
紅
海
の
二
小
袖
:
:
:
(
仲
間
点
筆

者
)

と
あ
り
、
同
年
九
月
六
条
殿
長
講
堂
供
花
の
折
の
装
い
に
、

た

て

あ

お

き

す

萩
の
経
青
に
黄
素
地
、

p

日
素
地
の
単
襲
、
朽
葉
の
宥
衣
:
:
:
。

垣
ほ
に
這
へ
る
蔦
の
壁
か
に
色
づ
き
た
る
岩
間
を
く
ぐ
る
水
の
心
ば
へ
も
由

あ
り
て
と
心
を
や
り
て
縫
ひ
た
る
小
袖
に
女
郎
花
の
う
す
も
の
の
単
衣
、
ぬ

き
す
べ
し
て
候
。

貞
和
四
年
二
三
四
八
)
四
月
六

E
、
後
伏
見
院
十
三
年
侮
忌
の
摂
の
記
述
、

か
ね

大
き
な
る
金
の
山
斎
に
水
を
掘
り
て
舟
二
轄
を
浮
ぶ
。
結
び
た
る
金
ど
も
あ

す

そ

ご

り
、
裾
護
六
、
勾
衣
入
、
源
氏
の
衣
配
り
の
色
ど
も
、
女
楽
の
装
束
な
ど
な

り
。
出
斎
仁
金
の
蓮
結
び
た
る
花
を
接
ゑ
さ
す
べ
し
。
錦
、
心
ざ
し
の
為
に
寿

量
品
を
し
奉
る
。
料
紙
赤
き
色
紙
裏
表
を
彩
む
c

赤
地
の
金
輔
の
表
紙
、
蓮

唐
草
を
繍
物
に
す
。
白
銀
の
覆
輪
、
蓮
唐
草
を
透
か
す
。
水
日
閣
の
軸
に
金
を

透
か
す
。
外
題
同
じ
く
白
銀
、
玉
の
紐
な
り
。
標
の
薄
様
に
包
む
、
御
供
養

の
つ
い
で
に
、
御
回
向
の
数
ば
か
り
に
も
殊
更
御
心
、
ざ
し
侍
る
由
女
院
の
御

方
へ
開
ゆ
。
御
'
布
施
に
は
金
十
包
み
、
紫
染
め
分
け
た
る
薄
様
に
包
む
c

金

ゃ
な
い
ゴ
こ
す

の
梅
宮
据
う
。
殊
更
と
り
添
へ
て
奉
る
。

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
こ
の
供
養
の
た
め
に
既
に
財
政
の
逼
迫
し
た
宮
廷
へ
西

富
寺
家
か
ら
献
上
奉
っ
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
名
子
の
実
家
で
あ
る
日
野

家
や
他
の
武
家
な
ど
か
ら
も
献
上
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
盛
大
な
供
養
が
と
り
行
わ

れ
た
。
西
圏
寺
家
は
後
伏
見
院
の
妃
広
義
門
院
の
実
家
で
あ
り
、
い
わ
ば
外
戚
に
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あ
た
る
。
名
子
に
と
っ
て
は
広
義
門
院
は
義
理
の
叔
母
で
あ
る
。
当
時
の
西
国
寺

家
は
公
家
で
あ
る
に
も
か
、
わ
ら
ず
、
南
宋
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
豊

か
な
財
力
と
鎌
倉
初
期
よ
り
の
義
幕
派
と
し
て
摂
関
家
を
凌
ぐ
権
勢
と
発
言
力
を

持
ち
、
持
田
明
毘
続
の
羅
立
者
足
利
尊
氏
と
も
緊
密
な
交
渉
を
持
っ
て
い
た
c

し
か

し
名
子
は
八
ム
家
西
富
寺
公
宗
の
妻
と
し
て
、
ま
た
議
扶
見
読
や
光
厳
天
皇
の
異
母

と
し
て
の
経
産
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
た
宮
廷
人
と
し
て
の
高
い
教
養
と
典
雅
で
靖



趣
豊
か
な
創
咋
力
が
こ
の
稿
料
流
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

室
耳
幕
府
の
将
軍
家
で
は
、
そ
の
後
代
々
自
野
家
よ
り
正
室
を
迎
え
る
こ
と
が

噴
例
と
な
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
名
子
自
身
公
家
人
と
し
て
武
士
に

対
す
る
優
位
の
惑
は
覆
う
べ
く
も
な
く
、

東
国
の
夷
ど
も
ち
か
づ
く
と
き
こ
ゆ
れ
は
皆
人
色
を
な
ほ
す
ほ
ど
に
、
梓
弓

の
よ
そ
に
引
違
へ
ぬ
る
あ
ゃ
な
さ
は
あ
さ
ま
し
と
も
い
み
じ
と
も
言
わ
ん
方

な
し
。
(
「
竹
島
が
記
」
)
(
傍
点
筆
者
)

な
ど
武
士
に
対
す
る
蔑
視
の
状
、
露
で
あ
る
。
ま
た

こ

て

香
の
藍
垂
の
殊
さ
ら
に
生
合
い
は
な
や
か
な
る
に
、
寵
手
と
か
や
言
ふ
な
る

物
を
剥
し
た
る
'
日
銀
の
金
物
、
植
の
は
づ
れ
に
透
き
た
る
は
う
と
ま
し
か
る

べ
き
を
、
さ
し
も
あ
ら
ぬ
も
て
な
し
な
ど
、
身
の
程
に
辻
あ
ら
ず
由
あ
り
て

ぞ
見
え
侍
し
。
(
全
)
(
傍
点
筆
者
)

と
、
夫
・
公
宗
の
手
紙
を
は
る
ば
る
遠
方
よ
り
持
参
し
た
使
者
の
武
士
の
様
子

を
、
こ
h

で
は
そ
の
労
に
報
い
て
控
え
め
に
描
写
し
て
い
る
。

こ
の
場
富
に
は
、
す
で
に
、
後
章
で
述
べ
る
「
ば
さ
ら
」
の
民
体
が
う
か
ず
わ

れ
る
。中

世
の
風
流
と
い
え
ば
入
は
即
座
に
「
ば
さ
ら
」
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
ば
さ
ら
」
は
婆
佐
羅
、
波
沙
羅
、
抜
折
羅
な
ど
の
文
字
を
持
っ
て
あ
て
ら
れ

る
。
語
源
は
「
金
蝿
・
金
問
石
」
を
意
味
す
る
仏
教
用
語
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

〈

az
の
音
訳
パ
サ
ラ
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
(
「
日
本
史
大
事
典
」
平
凡
社
)

平
安
時
代
の
『
仁
和
寺
錦
室
錦
物
実
録
』
に
「
鼓
沙
羅
錫
杖
」
の
仏
教
男
語

と
し
て
登
場
す
る
。

永
観
文
庫
所
載
の
『
東
寺
御
修
法
記
」
保
廷
七
年
(
二
回
こ
真
言
読
後
七

日
調
修
法
請
増
事
の
裏
書
に
、

(
正
月
)

十
三
日
、
白
昼
、
講
房
よ
り
、
田
楽
妙
舞
の
者
数
十
輩
ら
入
り
来
り
狂
乱
婆

佐
し
、
見
る
者
、
顕
を
解
く
(
傍
点
筆
者
)

と
、
「
田
楽
妙
舞
の
者
数
十
輩
」
そ
し
て
「
狂
乱
婆
佐
」
と
あ
る
。
田
楽
は
神
事

祭
礼
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
舞
楽
・
濃
楽
な
ど
の
歌
舞
芸
能
も
同
様
で
、

民
需
芸
能
な
が
ら
宮
廷
行
事
を
中
心
に
公
家
文
化
に
落
け
込
み
畏
敬
の
念
さ
え
も

た
れ
て
い
た
。
神
事
祭
礼
に
伴
う
田
楽
と
嵐
流
に
つ
い
て
さ
ら
に
『
中
右
記
』
大

治
二
年
(
一
二
一
七
)
六
月
十
四
日
田
埴
田
楽
の
種
女
装
束
に
つ
い
て
、

:
・
金
銀
の
錦
繍
、
皆
風
流
あ
り
、
天
下
の
通
差
し
る
し
墨
く
す
べ
か
ら
ず
。

(
傍
点
筆
者
)

同
じ
く
「
中
右
記
」
嘉
保
三
年
(
一

O
九
六
)
六
月
十
二
日
の
条
、

此
十
余

E
の
問
、
京
都
の
雑
人
、
田
楽
を
作
し
、
互
ひ
に
以
っ
て
遊
興
す
。

(
傍
点
筆
者
)

再
七
丹
十
三

E
の
条
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去
五
月
よ
り
近
司
に
及
び
、
天
下
貴
賎
、
毎
日
田
楽
を
倖
す
。
(
傍
点
筆
者
)

ま
た
河
じ
頃
、
大
江
匡
房
『
洛
陽
田
楽
記
』
に
、

一
域
の
入
、
み
な
狂
へ
る
が
如
し
。
け
だ
し
霊
狐
の
所
為
な
り
。

錦
織
を
以
っ
て
衣
と
な
し
、
金
銀
を
以
っ
て
飾
と
な
す
。
富
者
産
業
を
預
け
、

貧
者
肢
し
て
こ
れ
に
及
ぶ
。
(
傍
点
筆
者
)

ま
た
同
じ
く
加
茂
祭
の
記
述
、

そ
も
そ
も
筆
車
の
患
流
、
童
僕
の
衣
裳
、
空
し
く
十
家
の
産
を
費
す
。
(
傍

点
筆
者
)



以
上
、
祭
礼
と
田
楽
に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
京
都
の
雑
人
」

「
天
下
妻
賎
」
「
童
僕
」
と
、
富
者
も
貧
者
も
狂
え
る
が
如
く
田
楽
を
作
す
。
こ
こ

に
は
畏
衆
の
生
命
力
あ
ふ
れ
る
擢
動
惑
が
譲
っ
て
い
る
己
そ
し
て
そ
こ
に
公
家
人

も
加
わ
る
の
で
あ
る
。

関
白
藤
原
頼
通
が
万
寿
四
年
(
一

O
二
七
)
の
加
茂
祭
で
、
過
差
禁
制
の
宣

旨
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
験
非
違
穫
に
違
反
者
を
処
罰
し
な
い
よ
う

に
命
じ
、
ま
た
長
一
冗
五
年
(
一

O
三
二
)
の
同
じ
く
加
茂
祭
で
は
み
ず
か
ら

小
舎
童
に
命
じ
て
譲
羅
の
衣
報
を
与
え
、
金
銀
で
錦
り
た
て
た
。
あ
ま
り
の

「
異
例
」
に
、
『
小
右
記
』
で
は
「
今
日
の
こ
と
、
関
白
深
く
傾
奇
の
気
あ
り
」

と
記
し
た
5

(

守
室
毅
「
臼
本
中
世
へ
の
授
産
」
)
(
傍
点
筆
者
)

「
狂
え
る
が
如
し
」
「
傾
奇
」
は
後
述
す
る
「
物
狂
」
と
向
次
元
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

田
楽
と
並
ん
で
今
様
も
中
世
底
流
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
。

御
岳
、
河
院
は
公
家
文
ル
ル
の
伝
統
や
様
式
、
規
範
に
引
っ
た
雅
楽
の
よ
う
な
定
型

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
俗
曲
で
あ
る
今
様
と
い
う
異
質
な
世
界
に
傾

糾
問
し
て
い
っ
た

G

そ
れ
辻
同
時
代
の
竣
成
や
定
家
ち
の
「
新
吉
今
和
歌
集
」
や
「
千

載
集
』
と
い
う
公
家
の
伝
統
文
化
に
対
し
て
、
『
梁
塵
秘
抄
』
の
世
界
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
宮
廷
文
化
の
権
威
や
制
震
か
ち
逸
説
し
た
異
質
の
毘
流
文
化
が
あ

る
c

先
に
引
い
た
「
大
田
楽
」
の
よ
う
な
民
間
芸
能
の
世
界
で
あ
る
。

一
六
八
)
1
建
腎
元
年
(
二
一
一
一
)
に
亘
っ
て
記
さ
れ
た
「
建

春
門
説
中
納
言
司
記
」
は
、
後
白
河
院
の
妃
・
平
滋
子
(
建
春
円
読
)
に
仕
え
た

健
御
前
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
藤
原
俊
成
の
娘
で
あ
る
と
同
時
に
定
家
の

姉
で
も
あ
る
が
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
文
才
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
宮
廷
京
経
描
写
は
、

折
ふ
し
の
移
り
変
わ
り
ゃ
宮
廷
行
事
、
神
事
な
ど
当
時
の
宮
廷
生
活
を
識
る
上
で

の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
日
記
の
「
今
様
合
」
の
条
に
、

仁
安
三
年
(
一

承
安
田
年
今
様
と
か
や
、
歌
の
合
せ
ら
れ
し
夜
な
夜
な
、
例
の
患
を
だ
に
荒

ら
く
せ
ぬ
人
々
の
中
に
居
て
聞
き
し
か
ど
、
何
事
か
辻
思
ひ
わ
か
む
c

事
は

て
て
、
左
大
将
朗
一
誌
な
ど
こ
そ
、
聞
き
知
ら
ぬ
耳
に
も
驚
か
れ
し
か
っ
「
秋

の
夜
あ
け
な
む
と
す
な
に
が
し
の
酉
に
」
と
か
や
c
め
で
た
し
と
患
へ
る
人
々

の
け
し
き
見
え
き
っ
別
当
成
親
の
声
は
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
う
て
、
「
夜
も

更
け
、
さ
夜
も
と
か
や
、
我
待
つ
里
も
」
、
と
う
た
わ
れ
し
を
、
京
撞
殿
、

二
所
の
御
前
に
て
、
「
さ
ち
な
の
呈
や
」
と
申
さ
れ
し
も
、
人
が
ら
を
か
し

、
っ
美
C

こ
、
え
き
A

」。

と
、
御
白
河
院
と
建
春
門
誌
の
錦
前
で
夜
を
徹
し
て
、
し
か
も
数
日
間
に
亘
っ
て

狂
え
る
が
如
く
賑
や
か
に
憧
さ
れ
た
遊
宴
の
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
つ

こ
こ
で
の
今
様
は
宮
廷
歌
謡
(
神
楽
歌
・
雀
馬
楽
底
)
で
、
歌
毎
舛
を
専
業
と
す

〈

く

つ

め

る
白
拍
子
や
遊
女
た
ち
、
億
偏
女
・
京
童
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
中
世
を
通
し

て
次
第
に
思
流
語
り
と
融
合
し
て
、
民
衆
と
共
に
殻
上
人
や
上
達
部
な
ど
の
公
家

人
も
加
わ
っ
て
中
世
の
風
流
文
化
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四

さ
き
担
任
の
「
ば
さ
ら
」
の
記
述
に
戻
ろ
う
。

南
北
朝
動
乱
期
の
建
武
三
年
(
一
二
一
一
二
六
)
に
制
定
さ
れ
た
「
建
武
式
目
条
々
」

一
、
可
被
行
倹
約
事

近
日
号
婆
佐
羅
、
専
好
過
差
、
綾
羅
鵠
嬬
・
精
好
銀
剣
・
底
流
服
飾
、
無
不

驚
目
、
顔
可
謂
物
狂
欺
、
富
者
弥
誇
之
、
貧
者
帯
不
及
、
裕
之
調
弊
鉦
…
甚
於

此
、
尤
可
有
厳
制
乎
、



こ
こ
で
は
「
婆
佐
羅
」
の
内
容
と
し
て
、
過
差
(
身
分
を
超
え
た
費
沢
)
、
議

羅
・
錦
繍
・
靖
好
・
銀
剣
な
ど
の
患
流
報
飾
を
挙
げ
、
華
美
、
過
差
は
ヨ
を
鷺
か

す
も
の
と
し
て
「
物
狂
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
頃
地
方
で
の
民
衆
の
動
き
に
つ
い
て
、
播
磨
国
の
郷
土
誌
で
鎌
倉
末
期
の

社
会
や
世
相
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
貴
重
な
記
述
の
あ
る
『
峯
相
記
』
に
は
、

正
安
・
乾
元
(
一
二
九
九
i
一
三
O
二
)
ノ
比
ヨ
ワ
、
目
ニ
余
リ
耳
ニ
溝
テ
、

需
ヘ
候
シ
・
:
.

柿
維
一
一
六
方
笠
ヲ
着
テ
、
島
据
子
袴
ヲ
着
、
ン
、
人
ニ
面
ヲ
合
セ
ズ
、
忍
タ
ル

体
ニ
テ
、
数
不
其
ナ
ル
高
シ
コ
ヲ
負
ヒ
ツ
、
柄
鞘
ハ
ゲ
タ
ル
太
万
ヲ
ハ
キ
、

竹
ナ
ガ
エ
、
サ
イ
捧
、
杖
パ
カ
リ
ニ
テ
、
鎧
襲
巻
等
ヲ
着
ル
マ
デ
ノ
兵
具
更

ニ
ナ
シ
、
カ
カ
ル
類
十
人
二
十
人
、
或
ハ
域
ニ
一
寵
ワ
、
寄
手
ニ
加
ハ
リ
、
或

ハ
引
入
レ
、
返
リ
忠
ヲ
旨
ト
シ
テ
、
更
ニ
約
諾
ヲ
本
ト
セ
ズ
。
博
打
博
突
ヲ

好
テ
、
忍
ピ
小
盗
ヲ
業
ト
ス
。

と
い
う
悪
党
の
姿
を
述
べ
て
お
り
、
一
つ
の
集
団
を
な
し
て
行
動
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
c

彼
ら
悪
党
は
「
異
類
異
形
ナ
ル
ア
リ
サ
マ
」
「
入
信
ニ
異
ナ
リ
」

と
、
常
軌
を
逸
し
た
独
自
の
錨
値
観
を
持
ち
、
伝
統
的
な
公
家
社
会
の
論
理
に
も

武
家
社
会
の
そ
れ
に
も
束
持
さ
れ
な
い
異
質
な
文
化
を
形
成
し
た
c

彼
ら
は
反
体

制
約
の
勢
力
を
も
ち
、
集
団
を
な
し
て
行
動
し
そ
の
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
様
子
が

次
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。
同
じ
く
『
峯
相
記
」
か
ら
、

武
士
方
ノ
沙
汰
、
守
護
ノ
制
禁
ニ
モ
ヵ
、
ハ
ラ
ズ
、

E
ヲ
逐
テ
倍
増
ス
:
:
:

居
中
ノ
上
下
過
半
、
彼
等
ニ
同
意
ス
ル

と
益
々
数
を
増
や
し
、
勢
力
を
拡
大
し
て
南
北
朝
動
乱
へ
突
入
す
る
勢
い
が
あ

る
。
同
じ
く
、

吉
キ
罵
ニ
乗
リ
列
リ
、

五
十
薪
百
騎
打
ツ
マ
キ
。
引
罵
。
宥
誼
c

引
箭
。
丘
ハ

具
ノ
類
ピ
金
銀
ヲ
チ
ワ
パ
メ
。
鎧
襲
巻
一
ア
リ
カ
ガ
ヤ
ク
計
ワ
也
。

と
「
ば
さ
ら
」
を
具
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に

天
下
関
乱
出
来
侯
シ
後
ハ
。
凡
ソ
時
ニ
乗
ズ
ル
道
理
ニ
テ
候
。
(
『
峯
相
記
」
)

と
、
時
の
雄
市
勢
に
乗
っ
て
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
「
下
克
上
ス
ル
成
出
者
」
(
「
二

条
河
原
落
書
」
)
た
る
故
で
あ
る
。
そ
し
て
機
を
見
る
に
敏
な
彼
ら
は
、
京
に
上

っ
て
守
護
大
名
へ
と
権
力
を
の
ば
し
て
い
く
の
で
あ
る
c

・
南
北
朝
動
乱
期
を
葬
台
に
し
た
「
太
平
記
」
に
は
「
ば
さ
ら
」
に
関
す
る
記
述

が
数
多
く
見
、
っ
け
ら
れ
る
。

「
生
渡
判
{
呂
入
道
流
刑
事
」
で
辻
、
往
渡
判
宮
佐
々
木
道
誉
一
族
が
「
例
ノ
パ

サ
ラ
ニ
風
流
ヲ
室
、
ン
テ
」
小
薄
狩
か
ら
の
婦
路
、
下
部
共
に
妙
法
院
の
定
の
紅
葉

ケ
イ
シ

の
枝
を
折
ら
せ
、
門
跡
家
司
の
制
立
を
聞
か
ず
「
結
句
御
所
ト
ハ
何
ゾ
。
カ
タ
ハ

ラ
イ
タ
イ
言
ヤ
。
」
な
ど
と
言
っ
て
一
層
大
き
な
枝
を
折
っ
た
む
こ
れ
を
契
機
に

寺
を
焼
討
ち
し
、
淀
罪
に
な
っ
た
道
誉
が
配
流
地
に
赴
く
途
々
、

道
誉
近
江
ノ
国
分
寺
迄
、
若
党
三
百
絵
騎
、
打
送
ノ
為
ニ
ト
テ
前
後
ニ
棺
脹

フ
。
其
輩
悉
猿
度
ヲ
ウ
ツ
ボ
ニ
カ
ケ
、
猿
度
ノ
襲
嘗
ヲ
シ
テ
、
手
毎
ニ
鷲
龍

ヲ
持
七
、
道
々
ニ
語
肴
ヲ
設
テ
福
々
ニ
領
域
ヲ
弄
プ
c

事
ノ
謹
尋
常
ノ
流
入

ニ
ハ
苔
リ
、
美
々
敷
ゾ
見
ヘ
タ
リ
ケ
ル
。
是
モ
只
公
家
ノ
成
敗
ヲ
軽
忽
シ
、

出
門
ノ
欝
陶
ヲ
潮
弄
シ
タ
ル
期
也
。
(
同
巻
二
十
こ
(
傍
線
筆
者
)

以
上
の
行
状
が
、
道
誉
と
そ
の
若
党
た
ち
の
「
ば
さ
ら
」
の
さ
ま
を
よ
く
物
語
る

も
の
と
し
て
引
用
し
た

5

ま
ず
、
妙
法
院
は
比
叡
山
延
暦
寺
と
い
う
権
成
あ
る
天

台
宗
の
寺
で
あ
り
、
産
主
は
「
御
簾
ノ
内
ヨ
リ
モ
、
暮
ナ
ン
ト
ス
ル
秋
ノ
気
色
ヲ

御
覧
ゼ
ラ
レ
テ
」
薦
吟
し
て
い
る
所
へ
、
一
方
、
紅
葉
の
枝
を
折
る
と
い
う
、
公

家
対
守
護
大
名
、
「
雅
」
対
「
ば
さ
ら
」
、
権
或
対
下
克
上
と
い
う
対
立
関
係
が
起

つ
ま
り
、
伝
統
的
権
威
や
秩
序
正
し
い
組
織
へ
の
長
抗
の
精
神
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き
る
の
で
あ
る
。



が
「
ば
さ
ら
」
の
本
賓
で
あ
る
。
次
に
「
譲
皮
(
猿
は
山
内
の
神
と
さ
れ
て
い
る
)

ヲ
ウ
ツ
ボ
ニ
カ
ケ
、
家
皮
ノ
腰
嘗
」
と
い
う
「
異
形
」
の
さ
ま
が
ま
た
「
ば
さ
ら
」

の
本
質
で
も
あ
る
。
し
か
も
「
美
々
敷
ゾ
見
ヘ
タ
ワ
ケ
ル
」
は
「
ば
さ
ら
」
の
躍

動
感
が
一
不
さ
れ
て
い
る
む

さ
ら
に
い
ま
一
つ
の
「
ば
さ
ら
」
の
本
質
に
つ
い
て
、

「
新
将
軍
京
落
事
」
に
、

愛
ニ
佐
渡
判
官
入
道
々
誉
都
ヲ
落
ケ
ル
持
、
「
我
宿
所
ヘ
ハ
定
テ
サ
モ
ト
ア

ル
大
将
ヲ
入
替
ン
ズ
ラ
ン
。
」
ト
テ
、
尋
常
ニ
取
シ
夕
、
メ
テ
、
六
関
ノ
会

所
ニ
ハ
大
丈
ノ
畳
ヲ
敷
双
ベ
、
本
尊
・
議
絵
・
花
瓶
・
香
炉
・
鐘
子
-
盆
ニ

至
ル
マ
デ
、
一
謙
二
皆
量
調
ヘ
テ
、
書
提
ニ
ハ
義
之
ガ
草
書
ノ
渇
・
韓
愈
ガ

文
集
、
眠
蔵
ニ
ハ
、
沈
ノ
枕
ニ
鈍
子
ノ
宿
直
物
ヲ
取
副
テ
置
ク
、
十
二
間
ノ

遠
侍
ニ
ハ
、
鳥
・
免
・
建
・
白
鳥
・
コ
辰
干
ニ
懸
双
ベ
、
三
石
入
許
ナ
ル
大
筒

ニ
酒
ヲ
湛
ヘ
、
道
世
者
二
人
智
置
一
ア
、
「
誰
一
て
ア
モ
此
宿
所
ヘ
来
ラ
ン
人
ニ

一
献
ヲ
進
メ
ヨ
」
c

ト
、
巨
縮
ヲ
申
置
ニ
ケ
リ
c

(

巻
ゴ
一
十
七
)

の
記
述
が
あ
り
、
京
を
落
ち
て
行
く
道
誉
が
、
そ
の
後
に
入
い
る
者
(
南
朝
の
武

士
)
の
為
に
そ
の
居
所
を
整
え
、
超
一
級
品
揃
い
の
宥
物
の
卦
軸
や
量
物
、
美
術

品
の
類
と
風
流
を
尽
し
、
造
物
の
し
つ
ら
い
か
ら
富
一
ち
に
食
せ
る
酒
・
肴
に
至
る

ま
で
美
事
に
設
営
し
て
去
っ
た
の
で
あ
る
c

こ
こ
に
、
道
誉
が
単
な
る
華
美
・
遇

差
・
逸
脱
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
唯
美
主
義
者
で
も
あ
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
よ
う
c

加
え
て
言
う
な
ら
ば
、
自
ら
の
為
で
は
な
く
、
後
の
住
人
の
為
に
遁
世

者
を
留
め
童
き
、
載
茶
せ
よ
、
と
の
心
配
り
に
は
、
単
な
る
手
の
込
ん
だ
演
出
に

務
拾
す
る
も
の
で
な
い
「
心
意
気
」

7
心
情
」
が
汲
み
と
れ
よ
う
。
さ
ち
に
そ
こ

に
は
去
る
者
の
後
を
濁
さ
ぬ
潔
さ
と
緊
張
感
が
あ
均
、
公
家
文
化
に
は
見
ら
れ
な

い
武
士
の
美
意
識
が
あ
る
c

「
ば
さ
ら
底
流
」
の
所
以
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
道
誉
の
所
業
を
受
け
た
か
た
ち
の
正
儀
に
つ
い
て
、

楠
一
番
ニ
打
入
タ
リ
ケ
ル
一
一
、
道
聖
者
二
人
出
向
テ
、
三
疋
一
ア
此
弊
屋
ヘ
御

入
ゾ
侯
ハ
ン
ズ
ラ
ン
。

一
献
ヲ
進
メ
申
セ
ト
、
道
誉
禅
門
申
置
レ
テ
候
。
」

ト
、
色
代
、
ン
テ
ゾ
出
迎
ケ
ル
っ
道
誉
ハ
棺
模
守
ノ
嘗
敵
ナ
レ
バ
、
此
宿
所
ヲ

パ
定
テ
鼓
焼
ベ
シ
ト
憤
ラ
レ
ケ
レ
共
、
楠
此
情
ヲ
感
ジ
テ
、
其
儀
ヲ
止
、
ン
カ

パ
、
泉
水
ノ
木
一
本
ヲ
モ
不
L

損
、
客
殿
ノ
畳
ノ
一
帖
ヲ
モ
不
L

失
ョ
剰
遠
持

ノ
語
肴
以
蔀
ノ
ヨ
リ
モ
結
構
シ
、
根
義
ノ
鎧
ニ
自
太
万
一
一
振
量
一
ア
、
郎
等
一
一

人
止
置
テ
、
道
誉
一
一
校
替
、
ン
テ
、
又
都
ヲ
ゾ
落
タ
リ
ケ
ル
。
道
誉
ガ
今
度
ノ

振
舞
、
ナ
サ
ケ
深
ク
風
情
有
ト
、
惑
ゼ
ヌ
人
モ
葉
ワ
ケ
リ
。
関
ノ
古
博
突
ニ

出
シ
ヌ
カ
レ
テ
、
幾
程
ナ
ク
テ
、
楠
太
万
ト
鎧
ヲ
取
ラ
レ
タ
ワ
ト
、
笑
フ
族

モ
多
カ
リ
ケ
リ

(
巻
三
十
七
)

と
後
に
こ
の
居
所
に
入
っ
た
正
儀
は
「
情
深
く
風
情
あ
り
」
と
解
し
た
人
物
で
あ

り
、
自
ら
も
ま
た
、
京
を
落
ち
て
い
く
時
に
は
道
誉
同
禄
に
し
て
去
っ
て
い
っ
た
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の
で
あ
る
c

正
犠
も
ま
た
「
ば
さ
ら
民
流
」

の
わ
か
る
南
朝
の
武
将
で
あ
っ
た
。

た
ゾ
こ
の
一
連
の
道
誉
の
振
罪
に
深
く
理
解
を
一
不
さ
ず
、
「
到
の
古
博
突
に
出
し

ぬ
か
れ
た
」
「
正
議
は
太
万
も
謹
も
道
誉
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
解
す
る
人
々

も
い
た
よ
う
で
あ
る
c

こ
の
よ
う
に
「
惜
深
く
風
情
あ
り
」
を
、
心
情
的
に
風
流
と
解
す
る
一
方
、
吉
田

山
道
誓
上
洛
ノ
事
」
に

:
河
越
弾
正
少
弼
ハ
余
リ
ニ
風
情
ヲ
好
デ
、
引
馬
三
十
疋
、
白
鞍
置
テ
引

セ
ケ
ル
ガ
、
濃
紫
・
薄
紅
・
萌
黄
・
水
色
・
豹
丈
、
色
々
ニ
馬
ノ
毛
ヲ
染
一
ア
、

皆
舎
人
ハ
人
ニ
出
セ
タ
リ
c

(

巻
三
十
四
)

も
「
ば
さ
ら
思
流
」
と
し
て
い
る

G

ま
た
「
道
誉
大
京
野
花
会
事
」
の
条
に
、

寺
門
ニ
雷
テ
湾
渓
ノ
七
、
ラ
キ
ヲ
渉
レ
バ
、
路
羊
腸
ヲ
遺
テ
、
構
雇
歯
ノ
危



キ
ン
パ
ク

ヲ
ナ
セ
リ
。
此
ニ
ー
高
擁
ヲ
金
構
ニ
テ
裏
テ
、
ギ
ボ
ウ
シ
ニ
金
薄
ヲ
搾
シ
、
橋

、
ン
キ
ノ

板
ニ
太
着
筆
・
呉
郡
の
援
・
聾
江
ノ
錦
、
色
々
ニ
布
展
ベ
タ
レ
パ
、
落
花
上

ケ
イ
イ
ン
ノ
ト
コ
口
ニ
ト
ド
メ
エ
タ
ル
ニ
オ
ウ
キ
ョ
ウ

ニ
積
テ
朝
揚
不
レ
裂
二
渓
詮
処
一
、
留
二
得
横
橋
一
板
雪
一
相
似
タ
リ
G

(

巻

三
十
九
)

本
堂
ノ
定
二
十
圏
ノ
花
木
四
本
ア
リ
。
此
下
一
二
丈
余
リ
ノ
鏡
石
ノ
花
瓶
ヲ

鋳
懸
テ
、
一
双
ノ
華
ニ
作
リ
成
、
ン
、
其
交
ニ
両
園
ノ
香
炉
ヲ
両
杭
ニ
並
ベ
テ
、

一
斤
ノ
名
香
ヲ
一
度
ニ
住
上
タ
レ
パ
、
香
風
四
方
ニ
散
ジ
テ
、
入
皆
浮
香
世

界
ノ
中
ニ
在
ガ
如
、
ン
、
其
陰
ニ
捜
ヲ
引
キ
、
曲
余
ヲ
立
双
テ
、
百
味
ノ
珍
膳

ヲ
謂
ヘ
、
百
服
ノ
本
非
ヲ
飲
テ
、
懸
物
山
ノ
如
ク
積
上
ゲ
タ
リ
(
同
巻
三
十

九
こ
の
一
文
は
当
時
の
宋
貿
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
著
物
に
よ
っ
て
寺
内
の

庭
内
を
演
出
し
た
の
で
あ
る

G

墨
江
錦
あ
り
、
綾
、
金
調
、
毛
筆
を
あ
し
ら
っ
て

花
宴
の
舞
台
を
み
ご
と
に
し
つ
ら
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
新
興
武
士
た
ち
の
権
勢

と
富
の
象
徴
と
し
て
賛
を
尽
く
し
た
し
つ
ら
い
で
あ
る
。
「
ば
さ
ら
」
大
名
の
創

造
的
エ
ネ
ル
ギ

i
に
充
ち
た
虚
構
の
世
界
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
花
宴
は
彼
ら
の
権

力
と
富
の
誇
示
と
し
て
の
美
的
表
現
で
あ
る
。
そ
の
形
象
化
さ
れ
た
靖
景
の
中

に
、
自
然
と
人
工
、
或
は
俗
と
非
加
貯
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、
融
合
す
る
。
こ
こ

に
「
ば
さ
ら
」
の
美
意
識
、
「
ば
さ
ら
」
の
擢
動
す
る
稽
神
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

み
や
こ

J
風
流
あ
そ
び
u

は
、
た
ぶ
ん
に
都
に
お
い
て
こ
そ
或
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
大
京
野
と
い
う
都
の
自
然
や
四
季
を
道
誉
自
ら
の
心
象
風
景
と
し
て
講
築
さ

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
心
象
風
景
と
は
幽
遠
空
寂
の
境
を
詠
乙
た
常
建
の
「
破

山
寺
後
禅
院
」
な
の
で
あ
る
。

平
安
朝
風
流
に
は
和
歌
や
詩
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
が
、
道
誉
も
ま
た
そ
の
造

詣
深
く
、
公
家
文
化
の
底
流
も
解
す
る
人
で
あ
る
。

五

「
ば
さ
ら
」
を
象
鼓
す
る
服
装
は
鎧
直
垂
に
多
く
見
、
っ
け
ら
れ
る
。
武
士
は
合

戦
に
明
け
暮
れ
明
日
の
命
も
定
か
で
な
い
身
上
か
ら
、
常
に
心
の
準
備
と
と
も
に

靖
装
束
を
鎧
の
下
に
着
用
し
て
合
戦
に
そ
な
え
る
の
で
あ
る
。
『
護
良
親
王
の
鎧

直
垂
』
(
毛
利
家
伝
来
)
は
現
存
す
る
遺
品
の
中
で
も
貴
重
な
実
物
資
料
で
金
欄

地
唐
草
模
様
の
藍
垂
の
上
下
で
あ
る
。
金
構
は
こ
の
時
代
に
中
居
か
ら
渡
来
し
た

も
の
で
、
張
鵠
の
他
に
表
装
裂
や
名
物
裂
と
し
て
棄
の
袋
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
鎧
亘
垂
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
付
嘉
す
る
万
剣
・
馬
具
の
類
も
華
美
に
わ

た
り
『
建
武
年
間
記
』
に

建
武
一
冗
年
三
月
武
者
所
輩
可
存
知
条
々
:
:
:

一
精
好
大
口
一
切
停
二
止
之
一
。
可
レ
用
一
一
練
大
口
一
:
:
:

一
金
銀
装
東
日
大
万
万
鞍
。
縮
々
不
レ
可
レ
用
。

一
審
皮
毘
鞘
切
付
等
同
断
。

一
総
報
常
不
レ
可
レ
用
:
:
:

大
番
条
々
c

建
武
二
三
一
。
:
:
:
鎧
宣
垂
己
下
武
具
事
。
各
存
二
後
約
一
可
し

止
一
通
差
之
義
一
、
所
詮
於
二
重
垂
-
者
費
錦
呉
義
金
紗
金
構
紅
紫
之
類
不
レ
可
二

着
用
一
。
可
L

為
布
。
又
金
銀
装
束
太
万
、
署
長
尻
鞘
。
同
可
L

停
止
之
一
。

可
L

用
二
疎
晶
一
む

な
る
禁
制
が
出
さ
れ
た
。
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「
建
武
以
来
追
加
」
も
制
定
さ
れ
た

G

検
約
条
々
:



一
出
仕
武
具
事
。
大
万
万
事
。
准
l

拠
二
先
例
一
不
レ
可
レ
有
結
講
之
議
。
次

鞍
事
。
専
一
食
品
一
不
レ
可
ν
交
一
一
金
銀
之
類

禁
制
条
々

5

貞
治
六
十
二
。

一
精
好
大
口

5

織
物
小
福
不
レ
可
レ
着
。
金
具
鞍
不
レ
耳
レ
用
事
由

禁
制
:
:
:
セ
イ
ガ
ウ
ノ
大
口
c

ヲ
リ
モ
ン
ノ
小
抽
c

ク
ラ
具
足
ノ
金
銀
ノ
タ

グ
ヒ
、
色
カ
ワ
ノ
シ
タ
ウ
ズ
馬
事
c

こ
こ
に
挙
げ
た
後
約
、
禁
制
は
「
ば
さ
ら
」
大
名
に
は
す
べ
て
馬
耳
東
嵐
で
あ

っ
た
。
後
ら
は
新
輿
守
護
大
名
と
し
て
足
利
政
権
の
も
と
で
拾
頭
し
、
経
済
的
・

政
治
的
支
配
者
と
な
っ
た
結
果
、
そ
の
文
化
的
劣
等
感
を
署
物
文
化
の
導
入
や
奇

抜
で
豪
華
な
装
束
で
身
を
飾
り
、
富
に
ま
か
せ
て
闘
茶
や
各
種
の
寄
合
に
散
財
し

た。

い
わ
ば
権
謀
術
数
を
弄
す
る
こ
と
に
よ
り
の
し
上
っ

て
き
た
地
方
の
守
護
大
名
と
そ
の
下
部
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
地
方
の
「
悪
党
」

が
力
を
蓄
え
て
上
京
し
、
守
護
大
名
や
そ
の
下
部
人
と
な
る
c

ま
た
家
格
問
需
を

持
た
な
い
公
家
人
な
ど
、
鎌
倉
幕
宥
の
崩
壊
と
建
武
致
権
の
或
立
、
そ
し
て
そ
の

崩
壊
後
の
南
北
朝
動
乱
期
を
戦
い
生
き
ぬ
い
た
「
下
克
上
」
の
大
名
た
ち
、
「
ば

さ
ら
」
文
化
の
担
い
手
は
ま
さ
し
く
彼
ら
で
あ
っ
た
。
過
差
・
華
美
・
逸
脱
・
無

頼
の
自
白
人
、
こ
れ
が
「
ば
さ
ら
」
の
実
態
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
を
含
め
て
、

足
利
政
権
を
常
に
批
判
し
痛
烈
な
風
刺
を
効
か
せ
た
言
動
を
「
二
条
河
原
落
書
」

に
結
実
さ
せ
た
京
童
も
ま
た
中
世
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
。

「
ば
さ
ら
」
の
成
立
は
、

{元

(1)注

「
平
安
輯
歌
合
行
事
に
み
る
眼
鏡
」

i

風
涜
と
の
か
、
わ
り
i
帝
塚
山
短
大
紀
要
M

号
-
ヨ
吋

「
平
安
朝
文
学
作
品
に
み
る
設
飾
」

i

風
流
と
の
か
も
わ
り
i
帝
塚
山
短
大
紀
要
初

口
万
戸
市
遣
い
国

矧
「
破
山
寺
後
禅
院
』
「
常
建
」

渚
最
入
二
古
寺
一
初
日
照
一
高
林
一
由
径
通
幽
処
一

禅
一
号
花
木
深
山
出
光
悦
一
一
島
性
一
連
彰
空
一
一
人
心
一

高
籍
此
慎
(
叔
惟
需
一
鐘
磐
音
一

「
唐
詩
選
」
(
第
三
巻
)
新
釈
漢
文
大
系

(2) 

明
治
書
院
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